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今
か
ら
20
年
前
の
２
０
０
５
年
（
平
成
17

年
）
４
月
25
日
９
時
18
分
ご
ろ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

福
知
山
線
塚
口
駅
｜
尼
崎
駅
間
で
列
車
脱
線
事

故
が
発
生
し
、
乗
客
と
運
転
士
１
０
７
名
が
死

亡
、
５
６
２
名
が
負
傷
し
た
。
国
鉄
が
分
割
民

営
化
し
Ｊ
Ｒ
が
発
足
し
て
以
降
１
９
９

１
年
に
発
生
し
た
信
楽
高
原
鐡
道
で
の

列
車
衝
突
事
故
（
死
者
42
名
）
を
上
回

る
史
上
最
悪
の
鉄
道
事
故
で
あ
っ
た
。
事
故
の
直
接
原
因

は
、
制
限
速
度
時
速
70
㌔
㍍
の
曲
線
を
大
幅
に
超
え
た
時

速
１
１
６
㌔
㍍
で
進
入
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　
福
知
山
線
脱
線
事
故
を
調
査
し
た
国
土
交
通
省
航
空
・

鉄
道
事
故
調
査
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
原
因
を
「
イ
ン

シ
デ
ン
ト
等
を
発
生
さ
せ
た
運
転
士
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
で
あ

る
と
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
日
勤
教
育
又
は
懲
戒
処

分
等
を
行
い
、
そ
の
報
告
を
怠
り
又
は
虚
偽
報
告
を
行
っ

た
運
転
士
に
は
よ
り
厳
し
い
日
勤
教
育
又
は
懲
戒
処
分
等

を
行
う
と
い
う
同
社
の
運
転
士
管
理
方
法
が
関
与
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
」
と
、
懲
罰
的
日
勤
教
育
の
問
題
を

指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
経
営
体
質
の
問

題
に
つ
い
て
も
事
故
の
背
後
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
関
西
私
鉄
各
社
と
の
激
し
い
競
争
意
識
に
駆
ら
れ
、

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
停
車
時
間
の
短
縮
に
よ
る
所
要
時
間

の
短
縮
や
運
転
本
数
増
加
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
や
利
益
を
優

先
し
た
ダ
イ
ヤ
設
定
の
問
題
。
加
え
て
、
赤
字
地
方
交
通

線
を
多
く
抱
え
て
収
益
基
盤
が
弱
い
た
め
に
、
運
転
保
安

装
置
と
し
て
の
自
動
列
車
停
止
装
置
や
速
度
照
査
機
能
を

持
っ
た
地
上
設
備
の
不
備
な
ど
、
安
全
投
資
の
欠
陥
が
指

摘
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
社
員
は
常
に
ス
ト
レ
ス

に
晒
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
運
行
に
関
わ
る
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
て
乗
務
員
に
は
懲
罰
的
な
日
勤
教
育
を
は
じ

め
、
厳
し
い
指
導
や
処
分
が
下
さ
れ
て
い
た
企
業
風
土
が

ス
ト
レ
ス
を
増
長
し
た
こ
と
も
事
故
の
背
後
要
因
と
し
て

厳
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
異
常
な
経
営
体
質
の
真
実
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労
の
仲

間
た
ち
の
た
た
か
い
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
犠
牲
者
の
遺

族
と
過
酷
な
労
務
管
理
に
晒
さ
れ
る
仲
間
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
た

た
か
っ
て
き
た
Ｊ
Ｒ
西
労
の
た
た
か
い
を
私
た
ち
は
学
ん
で
き

た
。

　
国
土
交
通
省
の
事
故
防
止
の
考
え
方
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

の
防
止
、「
事
故
の
原
因
を
た
ど
る
と
本
社
の
会
議
室
に
た
ど
り

着
く
」
と
の
考
え
方
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
な
ど
他
の
省
庁
で
も

同
様
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
幹
部
は
「
す
べ
て
の
成
長
基
盤
は
社
員

で
あ
る
」「
安
全
第
一
」「
自
主
自
立
」「
お
客
さ
ま
第
一
」
な

ど
発
信
し
て
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
相
次
ぐ
新
幹
線
ト

ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
応
、
お
客
さ
ま
の
声
を
無
視
し
た
ダ
イ

ヤ
の
見
直
し
な
ど
利
益
の
最
大
化
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
品

質
を
低
下
さ
せ
、
会
社
の
信
用
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
は
現
実
の
把
握
が
弱
く
、
社
員
や
利
用
者
の
声

に
耳
を
傾
け
ず
、
施
策
を
打
ち
出
す
経
営
と
現
実
の
乖
離

の
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
稼
ぐ
」
こ
と
が
大
々

的
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
現
在
の
職
場
は
、
福
知
山
線
脱

線
事
故
の
背
景
に
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
経
営
体
質
そ
の

も
の
で
は
な
い
か
。
慢
性
的
な
要
員
不
足
の
中
、
現
在
で

は
パ
ワ
ハ
ラ
・
暴
力
管
理
者
ま
で
容
認
さ
れ
、
暗
い
職
場
が

つ
く
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
鉄
道
事
業
の
安
全
の
質
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、「
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」
を
今
年
度
３
回

開
催
、
昨
年
度
か
ら
計
７
回
開
催
し
て
き
た
。
職
場
か
ら

の
実
践
報
告
・
相
互
討
論
を
行
い
、
原
因
究
明
を
行
う
目

的
を
一
致
さ
せ
る
一
方
で
、
各
系
統
・
各
職
場
で
発
生
し

て
い
る
事
故
・
事
象
に
向
き
合
い
、
事
実
を
正
確
に
掴
み

出
し
問
題
点
を
確
定
さ
せ
て
き
た
。
経
営
の
論
理
と
労
働

の
論
理
は
対
立
す
る
。
し
か
し
、
お
客
さ
ま
の
命
と
社
員

の
命
を
守
る
こ
と
を
最
大
の
価
値
基
軸
に
据
え
る
な
ら
ば

妥
協
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
真
の
原
因
究
明
と
再
発

防
止
策
は
、
会
社
と
一
致
を
図
る
た
め
に
時
に
厳
し
い
議

論
は
不
可
欠
だ
が
、
仲
間
と
の
厳
し
い
真
剣
な
議
論
で
あ

り
、
何
よ
り
自
分
自
身
と
の
た
た
か
い
で
あ
る
。
と
も
す

れ
ば
自
ら
の
内
面
に
あ
る
運
行
優
先
や
責
任
追
及
の
意
識

が
問
題
を
放
置
し
仲
間
を
陥
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
先
日
の

安
全
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
事
故
は
起
こ
し
て
い
な
い
が
事
象

を
く
り
返
す
こ
と
に
つ
い
て
原
因
究
明
委
員
会
を
行
っ
て

き
た
と
の
現
場
の
報
告
が
あ
っ
た
。
当
該
組
合
員
の
仕
事
へ
の
向

き
合
い
方
を
質
し
未
然
に
重
大
事
故
を
防
ご
う
と
い
う
目
的
意
識

は
優
れ
て
実
践
的
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
安
全
は
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
が
つ
く
り
出
す
と
の
決
意
を
打
ち
固
め
、
安
全
風
土
の
再
確

立
の
た
た
か
い
を
つ
く
り
出
そ
う
。

ＪＲ福知山線脱線事故から20年
 ＪＲ東日本の安全風土再確立のためにたたかおう

　
本
施
策
は
、「
社
員
の
挑
戦
意
欲
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
柔
軟
に
応
え
、
社
員
の
持
つ

様
々
な
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
多
様

な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
」
こ
と
を

目
的
に
、「
社
員
の
入
社
後
の
乗
務
員
へ
の

運
用
に
つ
い
て
、
勤
続
年
数
や
駅
業
務
経
験

年
数
に
関
わ
ら
ず
、
任
用
の
基
準
に
則
り
取

り
扱
う
こ
と
と
す
る
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　
社
会
的
に
乗
務
員
の
要
員
が
逼
迫
す
る

中
、
国
は
動
力
車
操
縦
者
運
転
免
許
の
試
験

を
18
歳
か
ら
受
験
可
能
と
し
ま
し
た
。
こ
の

国
の
施
策
と
も
相
ま
っ
て
、
本
提
案
に
よ
っ

て
乗
務
員
（
車
掌
ま
た
は
運
転
士
）
に
な
る

場
合
の
駅
業
務
経
験
年
数
は
最
短
で
入
社
後

１
年
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
希

望
は
「
キ
ャ
リ
ア
面
談
」
で
把
握
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
職
場
か
ら
は
「
毎
年
面
談
を
行
っ

て
い
る
が
希
望
通
り
に
な
ら
な
い
」「
希
望

と
は
異
な
る
箇
所
に
異
動
や
担
務
変
更
さ
れ

た
」「
異
動
や
担
務
変
更
の
理
由
を
聞
い
て

も
明
確
に
答
え
て
く
れ
な
い
」
と
の
声
や
、

簡
易
苦
情
処
理
・
苦
情
処
理
の
件
数
が
増
加

す
る
な
ど
、
多
く
の
組
合
員
・
社
員
が
面
談

や
人
事
に
不
信
感
を
持
っ
て
い
る
の
が
現
実

で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、「
組
合
員
が
描
い
た
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
実
現
で
き
る
施
策
に
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
解
明
交
渉
・
基
本
交
渉

を
行
い
、「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
に
関
す
る
考
え
方
・
骨
子
は
、
変

わ
ら
な
い
」「
営
業
職
場
の
業
務
運
営
に
支
障

し
な
い
よ
う
、
知
識
や
能
力
向
上
、
技
術
継

承
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
体
制
を
整
え

る
」「
社
員
の
希
望
把
握
や
フ
ォ
ロ
ー
の
た

め
、
管
理
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
日
頃
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
」「
納
得

感
が
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
」
こ
と
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

「
社
員
の
挑
戦
意
欲
に
応
え
る

「
社
員
の
挑
戦
意
欲
に
応
え
る

多
様
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
実
現
に
つ
い
て
」

多
様
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
実
現
に
つ
い
て
」

　
車
両
部
門
で
は
、
入
社
１
年
目
に
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
基
礎
技
術
教
育
」

を
受
講
し
ま
す
。
今
回
、
採
用
の
多
様
化
な

ど
の
環
境
変
化
を
背
景
に
、
在
来
線
の
各
総

合
車
両
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
た
基
礎
技

術
教
育
を
、
大
宮
・
郡
山
の
２
箇
所
の
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー
に
集
約
す
る
と
共
に
、
各
総

合
車
両
セ
ン
タ
ー
で
の
教
育
内
容
を
標
準

化
、
さ
ら
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
精
査
し
新

卒
採
用
者
の
教
育
期
間
を
短
縮
す
る
提
案
が

さ
れ
ま
し
た
。

　
基
礎
技
術
教
育
に
つ
い
て
は
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
近
代
化
施
策
の
中
で
、
安
全
や
技
術
力

を
高
め
る
た
め
に
労
使
議
論
を
経
て
２
０
０

４
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
見
直
し
を
経
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
職
場
か
ら
は
、
特
に
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
担
う
組
合
員
・
社
員
の

負
担
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
輪
軸
事
象
な
ど
で
当
社
の
車
両
部

門
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
他
系
統
か
ら
車
両
部
門
に

異
動
し
た
組
合
員
・
社
員
に
は
基
礎
技
術
教

育
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
技
術
面
で
の
苦
労

と
疎
外
感
が
あ
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
し
て
、
安
全

第
一
で
技
術
力
を
向
上
で
き
る
施
策
と
す
る

た
め
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
団
体
交
渉
で
は
、「
安
全
で
快
適
な
車
両

品
質
を
提
供
す
る
た
め
に
基
礎
技
術
教
育

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
」「
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
、
天
井
ク
レ
ー
ン
、
玉
掛
け
の
資
格
は
車

両
関
係
の
全
社
員
に
取
得
さ
せ
る
べ
き
資
格

で
あ
り
、
入
社
後
１
年
以
内
で
の
資
格
取
得

を
行
う
」
「
教
育
す
る
側
の
業
務
量
を
考
慮

し
つ
つ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
指
定

す
る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
側
も
意
欲
を
持
っ
て
担
え

る
体
制
を
め
ざ
す
」「
他
系
統
か
ら
異
動
し

た
社
員
も
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
う
大
切

な
一
員
で
あ
り
、
基
礎
技
術
教
育
が
無
い
こ

と
は
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
な

教
育
が
必
要
か
を
見
極
め
検
討
し
て
い
く
」

「
変
更
が
生
じ
る
場
合
は
議
論
す
る
」
こ
と

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

「
車
両
関
係
新
入
社
員
基
礎
技
術
教
育

「
車
両
関
係
新
入
社
員
基
礎
技
術
教
育

��

の
実
施
方
法
に
つ
い
て
」

の
実
施
方
法
に
つ
い
て
」

４月１日実施の施策は、２・３面に掲載の施策の他に「仕事と育児・介護の両立、柔軟な働き方等のさらなる推進について」もあります。

この施策は項目および議論内容が多岐に渡ることから、内容は業務部速報（No.36、37、43、44、60 ～ 62、67、90 ～ 92、101、102）をご参照下さい。

４月１日実施の各種施策について、団体交渉を行う！


